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人流データを基にした道東観光の状況

公益社団法人北海道観光機構
ディスティネーション戦略部 ⾧野 博樹
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【道外客】観光・旅行地選択理由（全道） 2025年度

道外客は「自然・風景」（61.0%）と「食べ物がおいしい」（50.9%）を目的地選定理由に挙げる割合が突出して高い。
次いで「行きたい観光地・イベントがあった」（24.1%）が続き、景観と食を軸とした魅力発信が効果的と考えられる。
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心身の健康回復・増進のため

家族、友人等に会う

行きたい観光地、イベントがあった

のんびり過ごせる

他の体験型観光プログラムが魅力的

アウトドアアクティビティが魅力的

ショッピングが楽しめる

温泉が楽しめる

酒蔵巡り・ワイナリー巡り

食べ物がおいしい

評判が良い

見どころが多い

リゾートとしての魅力

歴史・文化の魅力

自然・風景

出典：ブログウォッチャー（2025年度、道外客） ※複数回答
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【インバウンド】観光・旅行地選択理由（全道） 2025年度

インバウンドは「自然・風景」（75.4%）への期待が道外客以上に高く、景観の訴求力が際立つ。「食べ物がおいしい」
（38.7%）「のんびり過ごせる」（29.3%）も上位に入り、自然体験とゆったりとした滞在価値の訴求が有効と考えられる。
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心身の健康回復・増進のため

家族、友人等に会う

行きたい観光地、イベントがあった

のんびり過ごせる

他の体験型観光プログラムが魅力的

アウトドアアクティビティが魅力的

ショッピングが楽しめる

温泉が楽しめる

酒蔵巡り・ワイナリー巡り

食べ物がおいしい

評判が良い

見どころが多い

リゾートとしての魅力

歴史・文化の魅力

自然・風景

出典：ナビタイムジャパン（2025年度、インバウンド） ※複数回答
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オホーツクエリア 来訪地分析 来訪地ランキング 2025年度

北見市が137万人で最多。次いで、大空町、網走市、斜里町、遠軽町、紋別市。
女満別空港が86万人で最多。次いで、道の駅流氷街道網走、東三輪地区飲食店街、
道の駅ぐるっとパノラマ美幌峠、道の駅うとろ・シリエトク、北4条通り飲食店街、博物館網走監獄

※市町村別（左）は1自治体1カウント、スポット別（右）は1スポット1カウント
UU（ユニークユーザー）とPV（ページビュー）と、似た関係

女満別空港（大空町）
道の駅流氷街道網走（網走市）
東三輪地区飲食店街（北見市）
道の駅ぐるっとパノラマ美幌峠（美幌町）
道の駅うとろ・シリエトク（斜里町）
北4条通り飲食店街（北見市）
博物館網走監獄（網走市）

国内人流

オホーツク
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国内人流

オホーツク
オホーツクエリア 発地分析 2025年度

【オホーツクエリア 発地分析 まとめ】

都道府県別発地ランキングでは、北海道在住者が約66％、
神奈川県約5％、東京都約5％、埼玉県約3％、愛知県2％。
市区町村別では、札幌市13.9％※、北見市12.4％、旭川市4.7％。
6月～9月は、300km以上の移動が最多。
通年で北海道在住者が最も多い。
※札幌市は10区の合計
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根室エリア 来訪地分析 来訪地ランキング 2025年度

根室市が32万人で最多。次いで、中標津町、別海町、羅臼町、標津町。
根室中標津空港が25万人で最多。次いで、道の駅知床・らうす、道の駅スワン44ねむろ、
野付半島ネイチャーセンター、道の駅おだいとう、北方館、根室駅。

※市町村別（左）は1自治体1カウント、スポット別（右）は1スポット1カウント
UU（ユニークユーザー）とPV（ページビュー）と、似た関係

根室中標津空港（中標津町）
道の駅知床・らうす（羅臼町）
道の駅スワン44ねむろ（根室市）
野付半島ネイチャーセンター（別海町）
道の駅おだいとう（別海町）
北方館（根室市）
根室駅（根室市）

国内人流

根室



8

国内人流

根室
根室エリア 発地分析 2025年度

【根室エリア 発地分析 まとめ】

都道府県別発地ランキングでは、北海道在住者が約49％、
神奈川県約8％、東京都約7％、埼玉県約4％、大阪府4％。
市区町村別では、札幌市13.8％※、釧路市4.8％、根室市4.3％。
5月～10月は、300km以上の移動が多い。
通年で北海道在住者が最も多い。
※札幌市は10区の合計
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釧路エリア 来訪地分析 来訪地ランキング 2025年度

釧路市が240万人で最多。次いで、弟子屈町、厚岸町、釧路町。
釧路空港が79万人で最多。次いで、釧路駅、道の駅厚岸グルメパーク（コンキリエ）、
道の駅摩周温泉、道の駅阿寒丹頂の里、和商市場、釧路フィッシャーマンズワーフMOO。

※市町村別（左）は1自治体1カウント、スポット別（右）は1スポット1カウント
UU（ユニークユーザー）とPV（ページビュー）と、似た関係

釧路空港（釧路市）
釧路駅（釧路市）
道の駅厚岸グルメパーク（厚岸町）
道の駅摩周温泉（弟子屈町）
道の駅阿寒丹頂の里（釧路市）
和商市場（釧路市）
釧路フィッシャーマンズワーフMOO（釧路市）

国内人流

釧路
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国内人流

釧路
釧路エリア 発地分析 2025年度

【釧路エリア 発地分析 まとめ】

都道府県別発地ランキングでは、北海道在住者が約56％、
神奈川県約7％、東京都約7％、埼玉県約4％、千葉県約3％。
市区町村別では、札幌市13.8％※、釧路市10.0％、帯広市3.6％。
6月～10月は、300km以上の移動が最多。
通年で北海道在住者が最も多い。
※札幌市は10区の合計
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根室地域における観光の現状と課題
■観光の現状
• 一人旅や少人数旅行が主流（訪問率37.0%）
• 人気地域：知床・らうす、根室、野付半島
• 野付・別海・中標津では若年層女性や男性訪問者が多い
• 北方館の来訪者数が第６位にランクインしている
• 訪問理由に「その他」が多く北方領土への関心が潜在的に含
まれる可能性がある。

■観光の課題
• 「眺めるだけ」では観光コンテンツとしての魅力が弱い
• 若年層やインバウンド層への訴求力を高める必要あり

■今後の展望
• 北方領土を物語性・体験型コンテンツとして再構築すること
が必要

• アニメ・映画・文学などメディアを活用した観光誘導が有効




